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2021年度の活動報告 地域価値を発見・発信する支援事業（A、B、C） 

 

 

 
 
 
事業全体のサマリー 

A：三重県志摩市との地域価値発見支援事業 
【経緯】 

2019年に三重県志摩市の竹内千尋市長（当時）より、地域活性化推進事業としてパールズコレクションの共
催が提案され、翌年、包括的連携協定が締結されました。その後、パールズコレクション、三重県志摩市立図
書館リニューアルオープン、市民講座、遠隔調理実習と地域文化の振興並びに地域活性化のための連携・協
力を行っています。 
【概要】 
本学と志摩市との相互の連携を強化し、文化・教育・学術・まちづくり等の分野で機能向上を図り、本学と志

摩市を中心とした地方創生を推進して、地域の発展及び活性化を図るとともに、高校生、短期大学生及び高
校短期大学教職員の教育・研究に資することを目的としています。 
【ノウハウ】 
まず、本学 ICT教育推進委員会の協力により、ICTを活用したダイレクト遠隔システムを確立することで、本

学（大阪市）と志摩市とのオンラインミーティングを簡便にかつ円滑に行っています。また、オンラインミーティン
グに必要な PC関連のガジェット等の必要機材が常時貸出可能な状態にあります。 
次に、本学リエゾンオフィスでは、次のポイントに力を入れて信頼関係の構築と運用に努めています。 
・コミュニケーション力（こまめな対応、相手の懐に入る） 
・交渉力、プレゼン力 
・win-winの意識 
・目的及び使命の明確化（真珠、農業、ICT、地方創生など） 
・軽いフットワーク 
・業務外での付き合い（連携事業以外の課題解決） 
・地域、社会貢献の意識 
・教育効果の最大化（学生のため） 
・ブランド意識（自大学のため） 
・学内での調整力 

【展望】 
パールズコレクション、市民講座等の活動を通して、地域文化の振興並びに地域活性化、教育プログラムの

開発及び教育の充実、産学共創・産業振興・企業振興へと展開することを目指しています。 
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パールズコレクション 2022 in 大阪            

【経緯】 
2019 年度の包括連携協定より、地域活性化推進事業としてパールズコレクションへの共催を行っていま

す。2021年度では、教員主体の運営から学生主体の企画・立案・運営へとパラダイムシフトを行いました。 
【概要】 
従来の授業と連動させた学科主導ではなく、短期大学・本学付属高校・志摩市の高校に向けて有志学生を

募り、短期大学生・高校生企画チームを立ち上げ、企画立案から志摩市との協議、当日運営までのすべてを
短期大学生・高校生が主体となって自主的に行いました。 
【成果】 
短期大学生・高校生企画チームでは、従来のファッションショーのみにとらわれず、「若年層に向けた新しい

真珠アクセサリー」が企画立案されました。しかし、残念ながらコロナ感染拡大のためパールズコレクションは中
止され、規模を縮小したポップアップショップの出店となりました。 
【ノウハウ】 
上記の ICT教育推進委員会とリエゾンオフィスとの協力体制に加え、学生主体の企画・立案・運営に特化し

て次のポイントに力を入れました。 
・短期大学生と高校生とのコミュニケーション（想いの説明、共有） 
・主体性の尊重（リーダー、グループ、役割分担） 
・学生が成長を実感できる機会の創出（市長へのプレゼンなど） 
・多様な価値観との出会い創出（大学生、高校生など） 
・短期大学生と高校生からの意見、アイデアの実行力（教職員） 

【展望】 
コンソーシアムへの展開として、①地域価値支援事業のプラットフォーム構築、②地産地消のイノベーション

と SDGｓ、③フレームワークとしての利用の提示と協力を行っていく予定です。 
 
 
 
クリスマス飾り作り講習会（2021年） 
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Ｂ:大阪市天王寺区との食育活動支援事業 

【経緯】 
2018年に天王寺区内に立地するさまざまな団体や企業、事務所等の協力を得て、地域課題の解決や公共

の福祉の増進を図っていく天王寺区の新たな取組みの天王寺区サポーター「テンサポ」に認定されました。 

【概要】 
本学は「子育て支援や未来人材の育成と福祉や健康に関する取組」の分野での協力支援体制を整え、地

域に根ざし、天王寺区をよりよいまちに育てていくサポーターとして貢献することを目的としています。 

【ノウハウ】 
本学、食物栄養学科の特別研究授業の一環として取り組む事で、継続した地域貢献活動を行う事かできて

います。 

【展望】 
天王寺区をよりよいまちに育てていくサポーターとして、地域の発展及び活性化を図るとともに、学生及び教

職員の教育・研究へと展開することを目指しています。 
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C:兵庫県養父市との文化施設運営支援事業 

【経緯】 
2019年に兵庫県養父市より、養父市文化会館の新設オープニングイベントで結婚式のプロデュース依頼が

あり、翌年、包括的連携協定が締結されました。その後、関西大学環境都市工学部と連携・協力しブライダル
イベントを行いました。 

【概要】 
本学と養父市との相互の連携を強化し、文化・教育・学術・まちづくり等の分野で機能向上を図り、本学と養

父市を中心とした地方創生を推進して、地域の発展及び活性化を図るとともに、短期大学生及び教職員の教
育・研究に資することを目的としています。 

【ノウハウ】 
「A：三重県志摩市との地域価値発見支援事業」のノウハウを基盤として、事業を推進しています。 

【展望】 
ブライダルイベントの活動を通して、地域文化の振興並びに地域活性化、教育プログラムの開発及び教育

の充実、産学共創・産業振興・企業振興へと展開することを目指しています。 

 
 
 
ブライダルイベント（2021年度） 

【概要】 
本学キャリア創造学科主導で、企画立案から養父市との協議を行い、当日の運営を行いました。 

【成果】 
兵庫県養父市に新設された養父市文化会館「やぶ市民交流広場」にてブライダルイベントが開催されまし

た。これはオープニングイベントとして公募で選ばれた養父市民の方の結婚式を本学学生がプロデュースする
というもので、キャリア創造学科ブライダルデザインコース、製菓クリエイトコース、ビューティーデザインコース
の 2年生 29名が参加協力しました。 

【ノウハウ】 
上記の ICT教育推進委員会とリエゾンオフィスとの協力体制に加え、ブライダルイベントを本学キャリア創造

学科の実習科目の一環として取り組みました。対象は、2年生でしたが、1年次よりブライダルイベント実施を周
知し、それぞれの授業で学ぶ内容が全て繋がることを意識するように促しました。また、学生のモチベーション
を維持させるためのエッセンスとして、結婚式までの「綿密なスケジュールの提示」と「各プロセスでの可視化」
に努めました。 

【展望】 
養父市とは、継続した協力関係を継続していく予定です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


